
JP 5853504 B2 2016.2.9

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時計のケース内に収納される文字板組立体であって、
　光透過性を有する第１の文字板と、
　前記第１の文字板の裏面側に配置された第２の文字板と、
　前記第１の文字板の表側に配置され、該第１の文字板の縁部に沿ったリング状をなすリ
ング部材と、
　前記第１の文字板と前記第２の文字板との間に配置され、該第１の文字板の縁部に沿っ
たリング状をなす少なくとも１つのスペーサーとを備え、
　前記第１の文字板と前記第２の文字板と前記スペーサーとで囲まれた空間内を、時針お
よび分針と異なる位置で少なくとも１本の小針が回動し、
　前記スペーサーの表面側には、前記スペーサーの周方向に沿って、互いに異なる位置に
第１の段差部と第２の段差部とが設けられており、
　前記第１の段差部に前記第１の文字板が配され、前記第２の段差部に前記リング部材が
配されており、
　前記第１の段差部は、前記第１の文字板の厚さ分だけ下がっていることを特徴とする文
字板組立体。
【請求項２】
　前記スペーサーは、厚さが異なる段差部を有し、該段差部上に前記第１の文字板が配さ
れる請求項１に記載の文字板組立体。
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【請求項３】
　前記第１の文字板は、前記時針、前記分針が指し示して機能を果たすものであり、
　前記第２の文字板は、前記小針が指し示して機能を果たすものである請求項１または２
に記載の文字板組立体。
【請求項４】
　当該文字板組立体は、２本の前記小針をそれぞれ回転可能に支持するムーブメントとと
もに前記ケース内に収納されるものであり、
　前記第２の文字板は、前記２本の小針のうちの一方の小針が指し示す第１の表示部と、
他方の小針が指し示す第２の表示部とを有する請求項３に記載の文字板組立体。
【請求項５】
　前記第１の文字板には、前記第１の表示部が臨む部分に当該部分を貫通する第１の開口
部が形成され、前記第２の表示部が臨む部分に当該部分を貫通する第２の開口部が形成さ
れている請求項３または４に記載の文字板組立体。
【請求項６】
　前記ケース内では、前記第２の文字板の裏面側に太陽電池が配置されており、
　前記第２の文字板は、光透過性を有する請求項１ないし５のいずれかに記載の文字板組
立体。
【請求項７】
　前記ケース内では、前記第２の文字板の裏面側に、光を受光する受光面を有する太陽電
池が配置され、前記受光面が複数の領域に分割されており、
　前記第１の文字板、前記第２の文字板、前記スペーサーおよび前記リング部材のうちの
少なくとも１つは、隣り合う前記領域同士の境界部と平面視で重なるマスク部を有する請
求項１ないし６のいずれかに記載の文字板組立体。
【請求項８】
　前記第１の文字板と前記第２の文字板と前記スペーサーと前記ムーブメントとの互いの
位置関係を規制する規制手段を備える請求項１ないし７のいずれかに記載の文字板組立体
。
【請求項９】
　前記第１の文字板は、板状をなす第１本体部と、前記第１本体部の縁部に外方に向かっ
て設けられた第１突片を有し、
　前記リング部材の裏面側には、突部が設けられており、
　前記第１の段差部に前記第１突片が配され、
　前記第２の段差部に前記突部が配される請求項１ないし８のいずれかに記載の文字板組
立体。
【請求項１０】
　前記第１突片は、第１欠損部を有し、
　前記第１の段差部には、前記第１欠損部に挿入可能なピンが設けられている請求項９に
記載の文字板組立体。
【請求項１１】
　前記小針を回転可能に支持し、前記第２の文字板の裏面側に配置されたムーブメントと
、を備え、
　前記リング部材と前記第１文字板とは、それぞれ、前記スペーサーに取り付けられてお
り、
　前記スペーサーと前記第２文字板とは、それぞれ、前記ムーブメントに取り付けられて
いる請求項１ないし１０のいずれかに記載の文字板組立体。
【請求項１２】
　請求項１ないし１１のいずれかに記載の文字板組立体と、
　時針および分針を回転可能に支持し、前記時針および前記分針と異なる位置で少なくと
も１本の小針を回転可能に支持するムーブメントと、
　前記文字板組立体と前記ムーブメントとが収納されるケースとを備えることを特徴とす
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る時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、文字板組立体および時計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、間隙を介して配置された２枚の文字板と、時針、分針および秒針を回動支持する
ムーブメントとを備える腕時計が知られている（例えば、特許文献１参照）。この特許文
献１に記載の腕時計では、２枚の文字板同士の位置関係（高さ関係）を規制する位置決め
ピンがムーブメントに固定されている。すなわち、特許文献１に記載の腕時計では、２枚
の文字板同士は、ムーブメントに固定されている位置決めピンを介して、互いの位置関係
が規制されている。このため、２枚の文字板の間の間隙の大きさ（ギャップ長）が一定と
なる（不変となる）よう構成されている。
【０００３】
　特許文献１に記載の腕時計を、例えば、時針、分針および秒針の他に小針を有するクロ
ノグラフに適用するために、小針を２枚の文字板の間の間隙に配置しようとする場合があ
る。しかしながら、この場合、小針の位置（高さ）によっては、前述したように前記間隙
の大きさが一定であり、変えることができず、その結果、小針の間隙内への配置が不可能
となるという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１４５２０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、簡単な構成で、小針の位置に応じて当該小針が回動する空間を確実に
形成することができる文字板組立体、および、かかる文字板組立体を備える時計を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　このような目的は、下記の本発明により達成される。
　本発明の文字板組立体は、時計のケース内に収納される文字板組立体であって、
　光透過性を有する第１の文字板と、
　前記第１の文字板の裏面側に配置された第２の文字板と、
　前記第１の文字板の表側に配置され、該第１の文字板の縁部に沿ったリング状をなすリ
ング部材と、
　前記第１の文字板と前記第２の文字板との間に配置され、該第１の文字板の縁部に沿っ
たリング状をなす少なくとも１つのスペーサーとを備え、
　前記第１の文字板と前記第２の文字板と前記スペーサーとで囲まれた空間内を、時針お
よび分針と異なる位置で少なくとも１本の小針が回動し、
　前記スペーサーの表面側には、前記スペーサーの周方向に沿って、互いに異なる位置に
第１の段差部と第２の段差部とが設けられており、
　前記第１の段差部に前記第１の文字板が配され、前記第２の段差部に前記リング部材が
配されており、
　前記第１の段差部は、前記第１の文字板の厚さ分だけ下がっていることを特徴とする。
　これにより、簡単な構成で、小針の位置に応じて当該小針が回動する空間を確実に形成
することができる。
【０００７】
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　本発明の文字板組立体では、前記スペーサーは、厚さが異なる段差部を有し、該段差部
上に前記第１の文字板が配されることが好ましい。
　これにより、文字板組立体を比較的薄いものとすることができる。
　本発明の文字板組立体では、前記第１の文字板は、前記時針、前記分針が指し示して機
能を果たすものであり、
　前記第２の文字板は、前記小針が指し示して機能を果たすものであることが好ましい。
　これにより、時針、分針がそれぞれ指す位置によって時刻を確認することができる。ま
た、第２の文字板が例えば曜日を表示する機能を有する場合、小針が指し示す位置によっ
て曜日を確認することができる。
【０００８】
　本発明の文字板組立体では、当該文字板組立体は、２本の前記小針をそれぞれ回転可能
に支持するムーブメントとともに前記ケース内に収納されるものであり、
　前記第２の文字板は、前記２本の小針のうちの一方の小針が指し示す第１の表示部と、
他方の小針が指し示す第２の表示部とを有することが好ましい。
　これにより、例えば、第１の表示部および第２の表示部のうちの一方を２４時間表示の
ものとして使用することができ、他方を曜日表示のものとして使用することができる。
【０００９】
　本発明の文字板組立体では、前記第１の文字板には、前記第１の表示部が臨む部分に当
該部分を貫通する第１の開口部が形成され、前記第２の表示部が臨む部分に当該部分を貫
通する第２の開口部が形成されていることが好ましい。
　これにより、第１の開口部を介して第１の表示部および一方の小針を視認することがで
き、第２の開口部を介して第２の表示部および他方の小針を視認することができる。
【００１０】
　本発明の文字板組立体では、前記ケース内では、前記第２の文字板の裏面側に太陽電池
が配置されており、
　前記第２の文字板は、光透過性を有することが好ましい。
　これにより、第１の文字板を透過した光は、第２の文字板をさらに透過することができ
、よって、太陽電池で受光される。
【００１１】
　本発明の文字板組立体では、前記ケース内では、前記第２の文字板の裏面側に、光を受
光する受光面を有する太陽電池が配置され、前記受光面が複数の領域に分割されており、
　前記第１の文字板、前記第２の文字板、前記スペーサーおよび前記リング部材のうちの
少なくとも１つは、隣り合う前記領域同士の境界部と平面視で重なるマスク部を有するこ
とが好ましい。
　これにより、境界部を隠すことができ、よって、時計の審美性が向上する。
【００１２】
　本発明の文字板組立体では、前記第１の文字板と前記第２の文字板と前記スペーサーと
前記ムーブメントとの互いの位置関係を規制する規制手段を備えることが好ましい。
　これにより、第１の文字板、第２の文字板、スペーサー、ムーブメントのこれら部材同
士が確実に固定され、時計の使用中にズレてしまうのを確実に防止することができる。
　本発明の文字板組立体では、前記第１の文字板は、板状をなす第１本体部と、前記第１
本体部の縁部に外方に向かって設けられ第１突片を有し、前記リング部材の裏面側には、
突部が設けられており、前記第１の段差部に前記第１突片が配され、前記第２の段差部に
前記突部が配されることが好ましい。
　本発明の文字板組立体では、前記第１突片は、第１欠損部を有し、前記第１の段差部に
は、前記第１欠損部に挿入可能なピンが設けられていることが好ましい。
　本発明の文字板組立体では、前記小針を回転可能に支持し、前記第２の文字板の裏面側
に配置されたムーブメントと、を備え、前記リング部材と前記第１文字板とは、それぞれ
、前記スペーサーに取り付けられており、前記スペーサーと前記第２文字板とは、それぞ
れ、前記ムーブメントに取り付けられていることが好ましい。
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　本発明の時計は、本発明の文字板組立体と、
　時針および分針を回転可能に支持し、前記時針および前記分針と異なる位置で少なくと
も１本の小針を回転可能に支持するムーブメントと、
　前記文字板組立体と前記ムーブメントとが収納されるケースとを備えることを特徴とす
る。
　これにより、簡単な構成で、小針の位置に応じて当該小針が回動する空間を確実に形成
することができる。
　本発明によれば、簡単な構成で、小針の位置に応じて当該小針が回動する空間を確実に
形成することができる文字板組立体、および、かかる文字板組立体を備える時計を提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の文字板組立体を備える本発明の時計を腕時計に適用した場合の第１実施
形態を示す斜視図である。
【図２】図１に示す腕時計の断面図である。
【図３】図１中の文字板組立体を表側から見た分解斜視図である。
【図４】図１中の文字板組立体を裏側から見た分解斜視図である。
【図５】本発明の文字板組立体を備える本発明の時計を腕時計に適用した場合の第２実施
形態を示す分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の文字板組立体および時計を添付図面に示す好適な実施形態に基づいて詳
細に説明する。
　＜第１実施形態＞
  図１は、本発明の文字板組立体を備える本発明の時計を腕時計に適用した場合の第１実
施形態を示す斜視図、図２は、図１に示す腕時計の断面図、図３は、図１中の文字板組立
体を表側から見た分解斜視図、図４は、図１中の文字板組立体を裏側から見た分解斜視図
である。なお、以下では、説明の都合上、図１～図４中（図５についても同様）の上側を
「上」、「上方」または「表」、下側を「下」、「下方」または「裏」と言う。
【００１５】
　図１に示す腕時計（以下、単に「時計」という）１は、胴（ケース）２と、裏蓋３と、
カバーガラス（風防）５と、バンド２０とを備えている。また、図２に示すように、時計
１の内部空間５０（胴２と裏蓋３とカバーガラス５とで囲まれた空間）には、カバーガラ
ス５が設けられた側から順に、文字板組立体６０と、太陽電池７０と、ムーブメント９と
が収納されている。また、ムーブメント９には、指針（針）１０である、時針１０１、分
針１０２、秒針１０３が回転可能に支持されている。また、指針１０には、時針１０１、
分針１０２、秒針１０３の他に、２４時間針（小針）１０４と、曜日針（小針）１０５と
があり、２４時間針１０４、曜日針１０５もムーブメント９に回転可能に支持されている
。指針１０は、ムーブメント９とともに時計１の内部空間５０内に収納されている。以下
、各部の構成について説明する。
【００１６】
　図１に示すように、胴２は、円環状なす部材で構成されている。この胴２の表側の部分
に、カバーガラス５が気密的、液密的に装着、固定され、裏側の部分に、裏蓋３が気密的
、液密的に装着、固定される。なお、カバーガラス５の固定方法としては、特に限定され
ず、例えば、接着（接着剤や溶媒による接着）による方法等が挙げられる。また、裏蓋３
の固定方法としては、特に限定されず、例えば、螺合による方法、嵌合による方法等が挙
げられる。
【００１７】
　胴２の外周部２３には、巻真パイプ（図示せず）が嵌入され、この巻真パイプにりゅう
ず１２が回転可能に設けられている。りゅうず１２を回転操作することにより、そのトル
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クがムーブメント９に伝わる。これにより、指針１０が回転駆動し、よって、表示する時
刻を調整することができる。
　また、胴２の外周部２３には、その中心軸を介して両側に、バンド２０が連結される連
結部としてのラグ２４が設けられている。バンド２０は、時計１を腕に装着する際に用い
られるものである。
【００１８】
　カバーガラス５は、円板状をなし、透明性を有する部材で構成されている。なお、「透
明性を有する部材」とは、可視光の透過度が５０％以上程度の透明性を有するものをいう
。また、「透明」には、無色透明の他、有色（着色）透明も含まれる。
　カバーガラス５の構成材料としては、特に限定されず、例えば、無機ガラス等が挙げら
れる。この無機ガラスとしては、例えば、ソーダ石灰ガラス、ホウケイ酸ガラス、ハード
レックス（強化無機ガラス）、クリアレックス（無反射処理）、スピネルガラス、サファ
イアガラス等が挙げられる。無機ガラスは、材料強度（強度）が高いため、例えば加圧や
衝撃による変形、割れを少なくすることができ、傷が付きにくく、鏡面性も良くすること
ができる。これにより、カバーガラス５自体の強度を高く、視認性を良くすることができ
る。また、無機ガラスは、接着剤による接着を容易に行うことができ、よって、高接着強
度が得られる接着剤の種類や接着方法の選択の幅が広い。
【００１９】
　裏蓋３は、円板状をなす部材で構成されている。なお、裏蓋３と胴２との間にパッキン
が介挿されていてもよい。これにより、裏蓋３が胴２に装着されると、このパッキンが圧
縮され、裏蓋３と胴２との間の気密性、液密性を確実に維持することができる。
　胴２、裏蓋３、指針１０の構成材料としては、特に限定されず、例えば、ステンレス鋼
や、チタンまたはチタン合金等のような各種金属材料（合金を含む）、各種樹脂材料（プ
ラスチック材料）等が挙げられる。中でも、美的外観、強度などに優れることから、通常
、金属材料が好適に用いられる。胴２、裏蓋３、針１０は、互いに、同一の材料で構成さ
れたものであってもよいし、異なる材料で構成されたものであってもよい。
【００２０】
　また、裏蓋３には、円盤状のムーブメント９が固定されている。図２に示すように、ム
ーブメント９は、時針１０１、分針１０２および秒針１０３を回転支持する軸９１と、２
４時間針１０４を回転支持する軸９２と、曜日針１０５を回転支持する軸９３とを有して
いる。軸９１は、ムーブメント９の中心部に配置され、軸９２、９３は、それぞれ、軸９
１と異なる位置、すなわち、軸９１回りに離間して配置されている。
【００２１】
　このムーブメント９は、太陽電池７０から供給された電力によって、時針１０１、分針
１０２、秒針１０３をそれぞれ軸９１を介して駆動し（回転させ）、２４時間針１０４を
軸９２を介して駆動し、曜日針１０５を軸９３を介して駆動する機構を内蔵している。こ
の機構としては、特に限定されず、例えば、太陽電池７０の起電力を貯蔵する電気二重層
コンデンサー、リチウムイオン二次電池や、時間基準源として水晶振動子や、水晶振動子
の発振周波数をもとに時計を駆動する駆動パルスを発生する半導体集積回路や、この駆動
パルスを受けて輪列機構を１秒毎に指針を駆動するステップモーターや、ステップモータ
ーの動きを指針に伝達する輪列機構等を備えたものを用いることができる。
【００２２】
　ムーブメント９上には、円盤状（板状）をなす太陽電池７０が重ねて設置されている。
太陽電池７０は、ムーブメント９と電気的に接続されており、光を受光することにより電
力を生成し、電力をムーブメント９に供給することができる。太陽電池７０としては、例
えば、ｐ型半導体とｎ型半導体とを重ね合わせて接合したものを用いることができる。ｐ
型半導体とは、高純度のシリコン半導体にホウ素等のような３価の元素を極微量混入させ
たものであり、ｎ型半導体とは、高純度のシリコン半導体にヒ素等のような５価の元素を
極微量混入させたものである。このような構成の太陽電池７０に光が照射されると、光電
効果によりシリコン内部に電子および正孔が発生する。また、ｐ型半導体とｎ型半導体と
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の境界部にあたるｐｎ接合部では、発生した電子および正孔のうち、プラスの電荷をもっ
た正孔はｐ型半導体側へ、マイナスの電荷をもった電子はｎ型半導体側へ分離・誘導され
る。これにより、各半導体がそれぞれプラスとマイナスとに帯電して、電位差が生じ、よ
って、電力をムーブメント９に供給することができる。なお、ｐｎ接合部付近は、空乏層
となる。
【００２３】
　また、太陽電池７０には、ムーブメント９の軸９１～９３に対応する位置に、当該軸９
１～９３がそれぞれ挿通する挿通孔７０１が形成されている（図２参照）。
　前述したように、ムーブメント９および太陽電池７０とともに、文字板組立体６０が内
部空間５０（胴２）内に収納されている。図２～図４に示すように、文字板組立体６０は
、リング部材（ダイヤルリング）４と、第１の文字板６と、スペーサー７と、第２の文字
板８とを有し、これらの部材が表側からこの順に重ねて組み立てられた組立状態となるも
のである。
【００２４】
　また、文字板組立体６０には、組立状態を維持する、すなわち、リング部材４と第１の
文字板６とスペーサー７と第２の文字板８とムーブメント９との互いの位置関係を規制す
る規制手段１５が設けられている。この規制手段１５により、リング部材４、第１の文字
板６、スペーサー７、第２の文字板８、ムーブメント９のこれら部材同士が確実に固定さ
れ、時計１の使用中にズレてしまうのを確実に防止することができる。なお、規制手段１
５の構成については、後述する。
【００２５】
　図３、図４に示すように、第１の文字板６は、円板状をなす本体部（第１本体部）６１
と、本体部６１の外周部（縁部）６１１に外方に向かって突出形成された突片（第１突片
）６２ａ、６２ｂ、６２ｃ、６２ｄとを有している。この第１の文字板６では、本体部６
１と突片６２ａ～６２ｄとが一体的に形成され、全体として光透過性を有している。これ
により、表側から光が照射された際に、当該光は、第１の文字板６を透過することができ
る。この透過した光は、太陽電池７０で受光される。なお、構成材料としては、特に限定
されず、例えば、ポリカーボネート（ＰＣ）、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン
共重合体（ＡＢＳ樹脂）から選択される少なくとも１種を含む材料で構成されたプラスチ
ック材料、その他、ソーダガラスや石英ガラスを用いることができる。
【００２６】
　本体部６１の中心部には、ムーブメント９の軸９１が挿通する挿通孔６３が形成されて
いる。ムーブメント９の軸９１が挿通孔６３を挿通することにより、軸９１に支持された
時針１０１、分針１０２、秒針１０３が第１の文字板６の表側に配されることとなる（図
２参照）。
　また、本体部６１の表側の面６１２には、時針１０１、分針１０２、秒針１０３が指し
示して時刻を表示する機能を有する板片状の表示部（目盛り）６４が複数配置されている
。これらの表示部６４は、本体部６１の周方向に沿って間欠的に配置されており、時刻の
「１」、「２」、「４」、「５」、「７」、「８」、「９」、「１１」、「１２」に相当
する。そして、時針１０１、分針１０２および秒針１０３がそれぞれ表示部６４を指す位
置によって、時刻を確認することができる。
【００２７】
　また、各表示部６４は、それぞれ、本体部６１に対し固定されている。この固定方法と
しては、特に限定されず、例えば、カシメによる方法、嵌合による方法、接着（接着剤や
溶媒による接着）による方法等が挙げられる。
　各表示部６４の構成材料としては、特に限定されず、例えば、胴２と同様の構成材料を
用いることができる。
【００２８】
　本体部６１には、時刻の「６」に相当する位置付近に第１の開口部６５が形成され、時
刻の「１０」に相当する位置付近に第２の開口部６６が形成され、時刻の「３」に相当す
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る位置付近に第３の開口部６７が形成されている。第１の開口部６５、第２の開口部６６
、第３の開口部６７は、それぞれ、本体部６１をその厚さ方向に貫通する貫通孔で構成さ
れている。
【００２９】
　そして、第１の開口部６５は、平面視で円形をなし、第２の文字板８の第１の表示部８
３に臨んでいる。この第１の開口部６５を介して、第１の表示部８３と、ムーブメント９
の軸９２に支持された２４時間針１０４とを視認することができる。
　第２の開口部６６は、平面視でほぼ半円形をなし、第２の文字板８の第２の表示部８４
に臨んでいる。この第２の開口部６６を介して、第２の表示部８４と、ムーブメント９の
軸９３に支持された曜日針１０５とを視認することができる。
【００３０】
　第３の開口部６７は、平面視で四角形をなし、ムーブメント９で表示される「日にち（
日付）」（図示せず）に臨んでいる。この第３の開口部６７を介して、前記日にちを視認
することができる。
　突片６２ａ～６２ｄは、本体部６１の外周部の周方向に沿って等間隔に配置されている
。また、突片６２ａ～６２ｄは、それぞれ、本体部６１の外周部の周方向に沿った長尺な
板片状をなす。そして、突片６２ａ～６２ｄには、それぞれ、その長手方向の途中に欠損
部６２１が形成されている。各欠損部６２１は、それぞれ、後述するスペーサー７のピン
７２１が挿入され、当該ピン７２１とともに、規制手段１５の一部となる部分である。
【００３１】
　図３、図４に示すように、第１の文字板６の裏面側には、第２の文字板８が配置されて
いる。第２の文字板８は、円環状をなす本体部（第２本体部）８１と、本体部８１の外周
部（縁部）８１１に外側に向かって突出形成された突片（第２突片）８２ａ、８２ｂ、８
２ｃ、８２ｄと、本体部８１の内周部８１２に内側に向かって突出形成された第１の表示
部８３、第２の表示部８４、第３の表示部８５とを有している。この第２の文字板８では
、本体部８１と、突片８２ａ～８２ｄと、第１の表示部８３と、第２の表示部８４と、第
３の表示部８５とが一体的に形成され、全体として光透過性を有している。これにより、
第１の文字板６を透過した光は、第２の文字板８をさらに透過することができ、当該第２
の文字板８の裏面側に配置された太陽電池７０で受光される。なお、第２の文字板８の構
成材料としては、特に限定されず、例えば、第１の文字板６の本体部６１の構成材料と同
様のものを用いることができる。
【００３２】
　第１の表示部８３は、平面視で円形をなす板状体で構成されている。この第１の表示部
８３の中心部には、ムーブメント９の軸９２が挿通する挿通孔８３１が形成されている。
ムーブメント９の軸９２が挿通孔８３１を挿通することにより、軸９２に支持された２４
時間針１０４が第１の表示部８３の表側に配されることとなる。
　また、第１の表示部８３の表側の面８３２には、その周方向に沿ったリング状をなすリ
ブ８３３が突出形成されている。このリブ８３３上には、「１」～「２４」の数字（図示
せず）がそれぞれ付されている。これらの数字のいずれかを２４時間針１０４（一方の小
針）が指し示すことにより、時間を確認することができる。
【００３３】
　第２の表示部８４は、平面視で半円形をなす板状体で構成されている。この第２の表示
部８４の円弧の中心部には、ムーブメント９の軸９３が挿通する挿通孔８４１が形成され
ている。ムーブメント９の軸９３が挿通孔８４１を挿通することにより、軸９３に支持さ
れた曜日針１０５が第２の表示部８４の表側に配されることとなる（図２参照）。
　また、第２の表示部８４の表側の面８４２には、円弧状をなすリブ８４３が突出形成さ
れている。このリブ８４３上には、「Ｍｏｎ（月）」、「Ｔｕｅ（火）」、「Ｗｅｄ（水
）」、「Ｔｈｕ（木）」、「Ｆｒｉ（金）」、「Ｓａｔ（土）」、「Ｓｕｎ（日）」の文
字（図示せず）がそれぞれ付されている。これらの文字のいずれかを曜日針１０５（他方
の小針）が指し示すことにより、曜日を確認することができる。
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【００３４】
　図２に示すように、第１の表示部８３と第２の表示部８４とは、第２の文字板８の厚さ
方向の位置が互いに同じとなっている。これにより、例えば、文字板組立体６０の総厚を
抑えることができ、その結果、時計１を比較的薄いものとすることができる。
　第３の表示部８５は、平面視で枠状をなす板状体で構成されている。この第３の表示部
８５は、第１の文字板６の第３の開口部６７の裏面側に臨むように配置される。そして、
第１の文字板６の第３の開口部６７、第２の文字板８の第３の表示部８５を順に介して、
その奥側にある、ムーブメント９で表示される「日にち」を視認することができる。
【００３５】
　突片８２ａ～８２ｄは、それぞれ、本体部８１の外周部の周方向に沿った長尺な板片状
をなす。そして、突片８２ａ～８２ｄには、それぞれ、その長手方向の途中に欠損部８２
１が形成されている。突片８２ａの欠損部８２１には、ムーブメント９に固定されたピン
９５ａが挿入され、突片８２ｂの欠損部８２１には、ムーブメント９に固定されたピン９
５ｂが挿入され、突片８２ｃの欠損部８２１には、ムーブメント９に固定されたピン９５
ｄが挿入され、突片８２ｄの欠損部８２１には、ムーブメント９に固定されたピン９５ｄ
が挿入される。これにより、第２の文字板８とムーブメント９との位置関係が規制される
。このように、各欠損部８２１は、それぞれ、規制手段１５の一部となる部分である。
【００３６】
　図２～図４に示すように、第１の文字板６と第２の文字板８との間には、円環状（リン
グ状）をなすスペーサー７が配置されている。
　図３に示すように、スペーサー７の表側の面７１には、第１の段差部（段差部）７２ａ
、７２ｂ、７２ｃ、７２ｄと、第２の段差部７３ａ、７３ｂとが形成されている。第１の
段差部７２ａ～７２ｄは、スペーサー７の周方向に沿って等間隔に配置されている。また
、第２の段差部７３ａ、７３ｂは、第１の段差部７２ａ～７２ｄと異なる位置に、スペー
サー７の中心軸を介して、互いに反対側に配置されている。
【００３７】
　第１の段差部７２ａ～７２ｄは、それぞれ、スペーサー７の厚さが第１の文字板６の厚
さ分だけ異なる、すなわち、減少した（下がった）部分である。そして、第１の段差部７
２ａには、第１の文字板６の突片６２ａが入り込み（配され）、第１の段差部７２ｂには
、突片６２ｂり込み、第１の段差部７２ｃには、突片６２ｃ入り込み、第１の段差部７２
ｄには、突片６２ｄが入り込むことができる。これにより、第１の文字板６の表側の面６
１２とスペーサー７の表側の面７１とが同一面上に配されることとなり、文字板組立体６
０の薄型化が図れる。
【００３８】
　また、第１の段差部７２ａ～７２ｄには、それぞれ、ピン７２１が突出形成されている
。第１の段差部７２ａのピン７２１は、第１の文字板６の突片６２ａの欠損部６２１に嵌
まり込み（挿入され）、第１の段差部７２ｂのピン７２１は、突片６２ｂの欠損部６２１
に嵌まり込み、第１の段差部７２ｃのピン７２１は、突片６２ｃの欠損部６２１に嵌まり
込み、第１の段差部７２ｄのピン７２１は、突片６２ｄの欠損部６２１に嵌まり込む。こ
れにより、第１の文字板６とスペーサー７との位置関係が規制される。
【００３９】
　第２の段差部７３ａ、７３ｂは、それぞれ、スペーサー７の厚さが後述するリング部材
４の突部４３ａ、４３ｂの分だけ変化した部分である。第２の段差部７３ａには、リング
部材４の突部４３ａが挿入され、第２の段差部７３ｂには、リング部材４の突部４３ｂが
挿入される。
　また、第２の段差部７３ａ、７３ｂには、それぞれ、ピン７３１が突出形成されている
。各ピン７３１は、それぞれ、リング部材４の突部４３ａ、４３ｂの凹部（ガイド孔）４
３１に嵌まり込み、各凹部４３１とともに規制手段１５の一部として機能する。
【００４０】
　図４に示すように、スペーサー７の裏側の面７４には、突部７５ａ、７５ｂが突出形成
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されている。突部７５ａと突部７５ｂとは、スペーサー７の中心軸を介して、互いに反対
側に配置されている。
　また、突部７５ａ、７５ｂには、それぞれ、その一部を窪ませた（凹没させた）凹部７
５１が形成されている。そして、各凹部７５１には、それぞれ、ムーブメント９のピン９
４が嵌まり込む。これにより、スペーサー７とムーブメント９との位置関係が規制される
。このように、突部７５ａ、７５ｂの凹部７５１は、それぞれ、規制手段１５の一部とし
て機能している。
【００４１】
　スペーサー７、リング部材４の構成材料としては、特に限定されず、例えば、各種金属
材料や各種樹脂材料を用いることができる。
　図３、図４に示すように、第１の文字板６の表側には、リング部材４が配置されている
。このリング部材４は、第１の文字板６の本体部６１の外周部６１１に沿ったリング状を
なす部材である。
【００４２】
　図２に示すように、リング部材４は、その厚さが内側に向かって漸減しており、これに
より、傾斜面４１が形成されている。この傾斜面４１に、例えば目盛りを付すことができ
る。これにより、リング部材４は、文字板としての機能を有することもできる。
　また、図４に示すように、リング部材４の裏側の面４２には、突部４３ａ、４３ｂが突
出形成されている。突部４３ａと突部４３ｂとは、リング部材４の中心軸を介して、互い
に反対側に配置されている。
【００４３】
　また、突部４３ａ、４３ｂには、それぞれ、その一部を窪ませた凹部４３１が形成され
ている。そして、各凹部４３１には、それぞれ、スペーサー７の段差部７３ａ、７３ｂ上
のピン７３１が嵌まり込む。これにより、リング部材４とスペーサー７との位置関係が規
制される。
　前述したように、第１の文字板６とスペーサー７との位置関係が規制されており、スペ
ーサー７とムーブメント９との位置関係も規制されている。さらに、リング部材４とスペ
ーサー７との位置関係も規制されている。このように、スペーサー７を介して、第１の文
字板６、リング部材４、ムーブメント９の位置関係が一括して規制されることとなる。
【００４４】
　また、前述したように、第２の文字板８とムーブメント９との位置関係も規制されてい
る。
　従って、時計１では、規制手段１５により、リング部材４、第１の文字板６、スペーサ
ー７、第２の文字板８、ムーブメント９のこれら部材同士は、確実に固定された状態とな
る。これにより、当該部材が時計１の使用中にズレてしまうのが確実に防止される。
【００４５】
　以上のように位置決めされ、組立状態となった文字板組立体６０では、図２に示すよう
に、第１の文字板６と第２の文字板８とスペーサー７とで囲まれた空間（小針可動空間）
６０１が形成される。この空間６０１内には、２４時間針１０４および曜日針１０５が配
置、収納された状態となる。そして、２４時間針１０４および曜日針１０５は、それぞれ
、空間６０１で、ムーブメント９の作動により回動することができる。
【００４６】
　このように時計１では、第１の文字板６と第２の文字板８とスペーサー７とを重ね合わ
せて組み立てるという簡単な構成で、２４時間針１０４および曜日針１０５が回動するこ
とができる空間６０１を確実に形成することができる。
　また、形成された空間６０１は、２４時間針１０４および曜日針１０５の位置に応じた
大きさとなっている。すなわち、２４時間針１０４と曜日針１０５とが同じ高さに位置し
ていれば、図示の構成（本実施形態）のように１つのスペーサー７が配された文字板組立
体６０とすればよい。図示の構成と異なり、２４時間針１０４と曜日針１０５とのうちの
一方が他方よりも高い位置にある場合には、複数のスペーサー７が重ねて配された文字板
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組立体６０とすればよい。これにより、空間６０１の大きさを広げることができる。
【００４７】
　＜第２実施形態＞
  図５は、本発明の文字板組立体を備える本発明の時計を腕時計に適用した場合の第２実
施形態を示す分解斜視図である。なお、図５中の文字板組立体では、第１の文字板、第２
の文字板、スペーサーが省略されている。
　以下、この図を参照して本発明の文字板組立体および時計の第２実施形態について説明
するが、前述した実施形態との相違点を中心に説明し、同様の事項はその説明を省略する
。
【００４８】
　本実施形態は、リング部材の構成が異なること以外は前記第１実施形態と同様である。
　図５に示すように、リング部材４Ａは、外側リング４４と、外側リング４４の内側に同
心的に配置された内側リング４５と、外側リング４４と内側リング４５とを連結する棒状
をなす４本の連結部４６とを有している。これらの連結部４６は、放射状に配置されてい
る。
【００４９】
　また、太陽電池７０は、表側から照射された光を受光する受光面７０２が複数（図５に
示す構成では４つ）の領域に分割されている。このため、隣り合う受光面７０２（領域）
同士の間には、それぞれ、線状の境界部７０３が形成される。各境界部７０３は、太陽電
池７０の電極部として使用される。
　そして、時計１では、各連結部４６は、それぞれ、境界部７０３に対向する、すなわち
、平面視で境界部７０３と重なることができ、よって、境界部７０３を隠すことができる
。このように、連結部４６は、境界部７０３を隠すマスク部としても機能する。このマス
ク部により、時計１は、見栄え（美的外観）がよくなる、すなわち、審美性が向上する。
【００５０】
　なお、「マスク部」は、本実施形態ではリング部材４Ａに設けられているが、これに限
定されず、例えば、第１の文字板６、第２の文字板８、スペーサー７およびリング部材４
Ａのうちの少なくとも１つに設けられていればよい。
　以上、本発明の文字板組立体および時計を図示の実施形態について説明したが、本発明
は、これに限定されるものではなく、文字板組立体および時計を構成する各部は、同様の
機能を発揮し得る任意の構成のものと置換することができる。また、任意の構成物が付加
されていてもよい。
【００５１】
　また、本発明の文字板組立体および時計は、前記各実施形態のうちの、任意の２以上の
構成（特徴）を組み合わせたものであってもよい。
　また、第２の文字板では、第１の表示部と第２の表示部とは、前記各実施形態では第２
の文字板の厚さ方向の位置が互いに同じとなっているが、これに限定されず、例えば、第
２の文字板の厚さ方向の位置が互いに異なっていてもよい。
【符号の説明】
【００５２】
　１……腕時計（時計）　２……胴（ケース）　２３……外周部　２４……ラグ　３……
裏蓋　４、４Ａ……リング部材（ダイヤルリング）　４１……傾斜面　４２……裏側の面
　４３ａ、４３ｂ……突部　４３１……凹部　４４……外側リング　４５……内側リング
　４６……連結部　５……カバーガラス（風防）　６……第１の文字板　６１……本体部
（第１本体部）　６１１……外周部（縁部）　６１２……表側の面　６２ａ、６２ｂ、６
２ｃ、６２ｄ……突片（第１突片）　６２１……欠損部　６３……挿通孔　６４……表示
部（目盛り）　６５……第１の開口部　６６……第２の開口部　６７……第３の開口部　
７……スペーサー　７１……表側の面　７２ａ、７２ｂ、７２ｃ、７２ｄ……第１の段差
部（段差部）　７２１……ピン　７３ａ、７３ｂ……第２の段差部　７３１……ピン　７
４……裏側の面　７５ａ、７５ｂ……突部　７５１……凹部　８……第２の文字板　８１
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……本体部（第２本体部）　８１１……外周部（縁部）　８１２……内周部　８２ａ、８
２ｂ、８２ｃ、８２ｄ……突片（第２突片）　８２１……欠損部　８３……第１の表示部
　８３１……挿通孔　８３２……表側の面　８３３……リブ　８４……第２の表示部　８
４１……挿通孔　８４２……表側の面　８４３……リブ　８５……第３の表示部　９……
ムーブメント　９１、９２、９３……軸　９４、９５ａ、９５ｂ、９５ｃ、９５ｄ……ピ
ン　１０……指針（針）　１０１……時針　１０２……分針　１０３……秒針　１０４…
…２４時間針（小針）　１０５……曜日針（小針）　１２……りゅうず　１５……規制手
段　２０……バンド　５０……内部空間　６０……文字板組立体　６０１……空間（小針
可動空間）　７０……太陽電池　７０１……挿通孔　７０２……受光面　７０３……境界
部

【図１】 【図２】
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